
JP 2012-140943 A 2012.7.26

(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】電気モータにより駆動される圧縮機において、
故障した部品またはメンテナンスを必要とする部品にア
クセスすることを容易にする。
【解決手段】モータが圧縮機を作動させるように構成さ
れているモータ圧縮機システム４００は、共通ケーシン
グ４０３と、モータを収容し、共通ケーシングの内側に
取外し可能に設けられるモータカートリッジ４０２と、
モータに取外し可能に連結される圧縮機を収容し、共通
ケーシングの内側に取外し可能に設けられる圧縮機カー
トリッジ４０１とを含む。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
モータが圧縮機を作動させるように構成されているモータ圧縮機システムであって、
　共通ケーシングと、
　モータを収容しているモータカートリッジであり、前記共通ケーシングの内側に取外し
可能に配置されているモータカートリッジと、
　前記モータに取外し可能に連結されている圧縮機を収容している圧縮機カートリッジで
あり、前記共通ケーシングの内側に取外し可能に配置されている圧縮機カートリッジと
を含む、システム。
【請求項２】
前記モータを駆動するように構成されているモータシャフトと、
　前記圧縮機を駆動するように構成されている圧縮機シャフトと、
　前記共通ケーシングの内部で前記モータシャフトを前記圧縮機シャフトに連結するよう
に構成されている機械連結器であり、Ｈｉｒｔｈ連結器または磁性連結器または可撓性連
結器のうちの１つである、機械連結器と
をさらに含む、請求項１記載のシステム。
【請求項３】
前記圧縮機全体は、前記圧縮機カートリッジの内部にあり、前記モータ全体は、前記モー
タカートリッジの内部にある、請求項１記載のシステム。
【請求項４】
前記モータカートリッジおよび／または前記圧縮機カートリッジは、少なくとも組立て段
階の間に、前記共通ケーシングの内側で滑動するように構成されており、前記モータカー
トリッジおよび／または前記圧縮機カートリッジは、前記組立て段階の最後に、前記共通
ケーシングの内側で剛連結される、請求項１記載のシステム。
【請求項５】
上流ガス供給管に連結されるように構成されておりかつ前記共通ケーシングの入口にガス
を供給するように構成されている入口ダクトと、
　下流ガス供給管に連結されるように構成されておりかつ前記共通ケーシングの出口から
のガスを供給するように構成されている出口ダクトと
をさらに含む、請求項１記載のシステム。
【請求項６】
前記ガスを供給して前記モータを冷却するために、前記下流ガス供給管または前記上流ガ
ス供給管を前記モータカートリッジのモータ入口ダクトに連結するように構成されている
管
をさらに含む、請求項５記載のシステム。
【請求項７】
前記圧縮機カートリッジと前記モータカートリッジとの間に格納可能なカバーがない、請
求項１記載のシステム。
【請求項８】
モータが圧縮機を作動させるように構成されているモータ圧縮機システムであって、
　共通ケーシングと、
　前記モータを収容しているモータカートリッジであり、前記共通ケーシングの内側に取
外し可能に設けられているモータカートリッジと、
　前記モータに取外し可能に連結されている前記圧縮機を収容している圧縮機カートリッ
ジであり、前記共通ケーシングの内側に取外し可能に設けられている圧縮機カートリッジ
と、
　前記共通ケーシングの内部で前記モータのモータシャフトを前記圧縮機の圧縮機シャフ
トに連結している機械連結器と、
　前記モータシャフトを取り巻くように前記モータに設けられている磁性軸受と、
　前記ガスを供給して前記モータを冷却するために、前記共通ケーシングに連結されてい
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る下流ガス供給管または上流ガス供給管を、前記モータカートリッジのモータ入口ダクト
に連結するように構成されている管と
を含む、システム。
【請求項９】
圧縮機を有する圧縮機カートリッジを含むシステムを修理する方法であって、前記システ
ムはさらに、モータを有するモータカートリッジを含み、前記システムはガスを受容し、
前記ガスを圧縮し、前記圧縮ガスを吐出するように構成されており、前記方法は、
　前記モータをオフにするステップと、
　前記圧縮機を通過するガス流を遮断するかまたは側管に通すステップと、
　前記モータのモータシャフトを前記圧縮機の圧縮機シャフトに連結している機械継ぎ手
を取り外すことにより、前記モータを前記圧縮機から分離するステップと、
　前記モータカートリッジおよび／または前記圧縮機カートリッジを前記共通ケーシング
から分離し除去するステップであり、前記圧縮機カートリッジおよび前記モータカートリ
ッジは前記共通ケーシングの内側に設けられている、分離し除去するステップと
を含む、方法。
【請求項１０】
ガスを圧縮する方法であって、
　第１の圧力で、前記ガスをパイプラインダクトからモータ圧縮機システム内に受容する
ステップであり、前記モータ圧縮機システムは、磁性軸受を有するモータにより駆動され
る圧縮機を含む、受容するステップと、
　前記圧縮機で前記ガスを圧縮するステップと、
　前記第１の圧力より高い第２の圧力で、前記圧縮ガスを出力パイプラインに吐出するス
テップと
を含み、
　前記モータ圧縮機システムは、共通ケーシングと、前記モータを収容しておりかつ前記
共通ケーシングの内側に取外し可能に設けられているモータカートリッジと、前記共通ケ
ーシングの内側に取外し可能に設けられておりかつ前記圧縮機を収容している圧縮機カー
トリッジであり、前記圧縮機は機械連結器により前記モータに取外し可能に連結される、
圧縮機カートリッジとを含む、
方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本明細書に開示されている主題の実施形態は、全般的に、方法およびシステムに関し、
さらに詳細には、単一のケーシング内にモータおよび圧縮機を効率的に設ける機構および
技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　石油化学産業では、流動する気体または液体の圧力を上昇させて、その送り先まで移動
させ続けるために、ブースタポンプまたはブースタ圧縮機が、液体製品またはガスのパイ
プラインに沿って間隔を置いて配置されている可能性がある。ブースタポンプまたはブー
スタ圧縮機はまた、他のパイプライン内で使用されてもよく、石油化学製品の探査、精製
および輸送に関連する種々の工程まで、かつそれらを経て、気体または液体を移動させる
。ブースタ圧縮機の例は、パイプラインを通してガス状の石油化学製品または副産物を移
動させるのに使用されるインライン遠心圧縮機および軸流圧縮機である。これらのパイプ
ラインブースタは、石油化学工程の上流（探査および産出中）、中流（処理、貯蔵および
輸送中）または下流（天然ガス／石油化学製品の精製、送出および分配中）で使用するこ
とができる。
【０００３】
　天然ガスまたは他のガスを移動させるために、遠心圧縮機が、成形ハウジング内の回転
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ディスクまたは回転羽根車を使用して、羽根車の縁部にガスを押しやり、ガスの速度を増
加させる。ディフューザ（ダイバージェントダクト）部分が、速度エネルギーを圧力エネ
ルギーに変換する。
【０００４】
　いくつかの場合には、標準的なケーシング寸法で、異なる数の羽根車を収容して、効率
性、圧縮比および動作範囲の観点から性能を最適化することができる。圧縮機ケーシング
は、鍛鋼製として、材料強度および冶金学的安定性を最大化することができる。振動低減
が、両ケーシング端部に配置されている軸受により実現されてもよい。ドライガスシール
を使用して、ガスの漏出を防止してもよい。また、浮動ブシュ（ｆｌｏａｔｉｎｇ　ｂｕ
ｓｈｉｎｇ）オイルシールが使用されてもよい。
【０００５】
　電気モータ、ガスタービンまたは他のモータを含む種々のモータを使用して、ブースタ
ポンプまたはブースタ圧縮機を駆動することができる。例えば、ブースタステーションが
、ガス発生器として動作しているタービンを出力タービンと結合させて、ブースタ圧縮機
を駆動することがある。あるいは、電気モータが、特にパイプライン内で使用されてもよ
い。
【０００６】
　上記の通り、種々の産業が、電気モータにより駆動される圧縮機を使用している。これ
ら２つの機械は複雑であり、また互いに連結されているので、圧縮機の部品が故障したか
またはメンテナンスを必要とする場合、機械全体を停止しなければならず、技師が故障し
た部品またはメンテナンスを必要とする部品にアクセスすることができるまで、圧縮機を
１つ１つ分解する必要がある。従来の圧縮機は多くの部品を有するので、この作業は面倒
で時間がかかる。
【０００７】
　図１は、図示されていない外部電気モータに連結されるように構成されている従来の遠
心圧縮機の分解図を示す。この遠心圧縮機の部品の多くは、簡単にするために図から取り
除かれている。それでも、圧縮機のメンテナンス時に組立て／分解の必要がある部品数が
注目される。圧縮機またはモータを除去する前に、外部タービンまたは連結部をそれらか
ら取り外す必要があるため、この種の機械のメンテナンスまたは交換のためにプラントを
停止しなければならない時間は非常に長い。
【０００８】
　図１に示されている機械と比較して組立て／分解時間を減少させるターボ機械の例が、
図２および図３に示されている通り互いに連結されている圧縮機カートリッジ１０２とモ
ータ１０４とを有するターボ機械アセンブリ１００である。図２に示されている通り、本
開発は、圧縮機全体を圧縮機カートリッジ１０２内に、かつ早急な取付け／除去のために
設計されているその電気モータ１０４を対応するハウジング１０３内に収容することを含
む。ここで、モジュール式圧縮機アセンブリが、圧縮機カートリッジ１０２を圧縮機ケー
シング１０６から除去し／（その中に）取り付けることができるように設計されている。
圧縮機カートリッジ１０２は、圧縮機の構成要素の全て（例えば、羽根車、軸受、シール
、固定流路構成要素等）をカートリッジの内部に含む。取り付けられると、モジュール式
圧縮機アセンブリは、対応する電気モータ１０４に連結される。
【０００９】
　圧縮機カートリッジ１０２と電気モータ１０４とを連結または分離するために、図３に
示されている通り、格納可能なカバー２０１が操作される。図２が格納されて連結部２０
３を露出させている格納可能なカバー２０１を示している一方で、図３は、圧縮機カート
リッジ１０２と電気モータ１０４との間の連結部を覆っている格納可能なカバー２０１を
示す。機構２０５および２０７が、格納可能なカバー２０１を作動させることを特徴とす
る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【００１０】
　したがって、前述の問題および欠点を回避するシステムおよび方法を提供することが望
ましい。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　一例示的実施形態によれば、モータが圧縮機を作動させるように構成されているモータ
圧縮機システムがある。このシステムは、共通ケーシングと、モータを収容しているモー
タカートリッジであり、共通ケーシングの内側に取外し可能に配置されるモータカートリ
ッジと、モータに取外し可能に連結される圧縮機を収容している圧縮機カートリッジであ
り、共通ケーシングの内側に取外し可能に配置される圧縮機カートリッジとを含む。
【００１２】
　別の例示的実施形態によれば、共通ケーシングの内側に取外し可能に設けられるように
構成されているモータカートリッジと、モータカートリッジの内部に収容されておりかつ
圧縮機に取外し可能に連結されるように構成されているモータとを含み、圧縮機はガスパ
イプライン内での輸送のためにガスを圧縮するように構成されている、モータカートリッ
ジシステムがある。
【００１３】
　さらに別の例示的実施形態によれば、モータが圧縮機を作動させるように構成されてい
るモータ圧縮機システムがある。このシステムは、共通ケーシングと、モータを収容して
いるモータカートリッジであり、共通ケーシングの内側に取外し可能に設けられるモータ
カートリッジと、モータに取外し可能に連結される圧縮機を収容している圧縮機カートリ
ッジであり、共通ケーシングの内側に取外し可能に設けられる圧縮機カートリッジと、共
通ケーシングの内側でモータのモータシャフトを圧縮機の圧縮機シャフトに連結する機械
連結器と、モータシャフトを取り巻くようにモータに設けられている磁気軸受と、ガスを
供給してモータを冷却するために、共通ケーシングに連結されている下流ガス供給管また
は上流ガス供給管を、モータカートリッジのモータ入口ダクトに連結するように構成され
ている管とを含む。
【００１４】
　さらに別の例示的実施形態によれば、圧縮機を有する圧縮機カートリッジを含むシステ
ムを修理する方法があり、このシステムはまた、モータを有するモータカートリッジを含
み、このシステムはガスを受容し、ガスを圧縮し、圧縮ガスを吐出するように構成されて
いる。本方法は、モータをオフにするステップと、圧縮機を通過するガス流を遮断するか
または側管に通すステップと、モータのモータシャフトを圧縮機の圧縮機シャフトに連結
している機械継ぎ手を取り外すことにより、モータを圧縮機から分離するステップと、モ
ータカートリッジおよび／または圧縮機カートリッジを共通ケーシングから取り外し除去
するステップとを含む。圧縮機カートリッジおよびモータカートリッジは、共通ケーシン
グの内側に設けられる。
【００１５】
　さらに別の例示的実施形態によれば、ガスを圧縮する方法がある。本方法は、第１の圧
力で、ガスをパイプラインダクトからモータ圧縮機システム内に受容するステップであり
、モータ圧縮機システムは、磁性軸受を有するモータにより駆動される圧縮機を含む、受
容するステップと、圧縮機でガスを圧縮するステップと、第１の圧力より高い第２の圧力
で、圧縮ガスを出力パイプラインに吐出するステップとを含む。
【００１６】
　本明細書に組み込まれておりかつその一部を成す添付図面は、１つまたは複数の実施形
態を示しており、その記述と共に、これらの実施形態を説明する。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】関連技術の遠心圧縮機の簡易図である。
【図２】モータに連結されている遠心圧縮機を有しかつ格納可能なカバーを有するターボ
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機械の概略図である。
【図３】閉じられた格納可能なカバーを有する図２のターボ機械の概略図である。
【図４】本発明の実施形態の概略図である。
【図５】本発明の実施形態の概略図である。
【図６】本発明の実施形態の概略図である。
【図７】本発明の実施形態による地上ガス圧縮ステーションの例示的実施形態の図である
。
【図８】本発明の実施形態による流れ図である。
【図９】本発明の実施形態による流れ図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　例示的実施形態の以下の記載は、添付図面に言及する。異なる図面内の同一参照番号は
、同一または類似の要素を特定している。以下の詳細な説明は、本発明を限定しない。代
わりに、本発明の範囲は、添付の特許請求の範囲により定められる。以下の実施形態は、
簡単にするために、共通ケーシングを有する永久磁石圧縮機およびモータアセンブリの専
門用語および構造に関して論じられている。しかし、次に論じられる実施形態は、これら
のシステムに限定されず、共通ケーシング内で２つの機械を合体させる他のシステムに適
用されてもよい。
【００１９】
　本明細書の全体に亘る「一実施形態」または「ある実施形態」への言及は、ある実施形
態に関連して記載されている特定の特徴、構造、または特性が、開示されている主題の少
なくとも１つの実施形態に含まれることを意味する。したがって、本明細書の全体に亘っ
て様々な箇所に出現する語句「一実施形態では」または「ある実施形態では」が、必ずし
も同一の実施形態を指すとは限らない。さらに、特定の特徴、構造、または特性は、１つ
または複数の実施形態において、任意の適切な方法で組み合わせられていてもよい。
【００２０】
　ある例示的実施形態によれば、モータの構成要素が、モータカートリッジ内に設けられ
ており、圧縮機の構成要素が、圧縮機カートリッジ内に設けられており、機械アセンブリ
を形成している。圧縮機カートリッジとモータカートリッジとは互いに独立しており、共
通ケーシングの内側で互いに連結されている。したがって、モータまたは圧縮機のどちら
かの部品にアクセスし変更する必要がある場合、その部品を含むカートリッジ全体が、共
通ケーシングから除去されてもよく、機械アセンブリの早急な再始動のために、別の新し
いカートリッジが、共通ケーシング内に滑動し戻されてもよい。
【００２１】
　図４は、本発明の実施形態の概略図である。図４は、内蔵型モータカートリッジ４０２
に連結可能な内蔵型圧縮機カートリッジ４０１を含むモータ圧縮機システム４００を示す
。圧縮機カートリッジ４０１は、遠心圧縮機４０５を含んでいてもよく、モータカートリ
ッジ４０２は、電気モータ４０７を含んでいてもよい。圧縮機カートリッジ４０１とモー
タカートリッジ４０２とは各々、共通ケーシング４０３内で互いに連結されるように構成
されている。一用途では、共通ケーシング４０３は単一の部品で作製されている。一用途
では、圧縮機カートリッジ４０１およびモータカートリッジ４０２はどちらも、共通ケー
シング４０３の内側に進入するように構成されている。モータカートリッジ４０２は、ボ
ルト穴部４０３１に一致しているボルト４０２１とボルト穴部４０３２に一致しているボ
ルト４０２２とにより、共通ケーシング４０３内にボルト留めされていてもよい。２つ以
上のボルトが使用されていてもよい。また、他の固定方法が使用されていてもよい。圧縮
機カートリッジ４０１は、例えば、共通ケーシング４０３の内側に完全に進入するように
構成されている。
【００２２】
　圧縮機カートリッジ４０１のシャフト４０９とモータカートリッジ４０２のシャフト４
１０とが、Ｈｉｒｔｈ連結部（Ｈｉｒｔｈ　ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ）４０４Ａとピン４０
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４Ｂとにより互いに連結されていてもよい。Ｈｉｒｔｈ連結部は、シャフトの２つの部分
を連結するのに使用され、各半分のシャフトの端面上で噛み合う歯を特徴とする。他の実
施形態では、遠心圧縮機カートリッジ４０１のシャフトとモータカートリッジ４０２のシ
ャフトとの間の他の連結器が、共通ケーシング４０３の内側に入るメンテナンス員を必要
とすることなくその連結部が連結または分離され得る限り、使用されてもよい。そのよう
な連結部は、当該技術分野で既知の、磁性連結器または可撓性連結器またはＨｉｒｔｈ連
結部またはフランジまたは他の種類の連結部であってもよい。
【００２３】
　一例示的実施形態では、一組または複数組の磁性軸受４０８がある。磁性軸受４０８は
、摩擦および／または機械的磨耗が非常に低い相対運動を可能にする。また、磁性軸受は
潤滑油を必要としないため、潤滑油による汚染の危険性がなく、前記潤滑油を補給する必
要がない。共通ケーシング４０３の内面は、モータカートリッジ４０２と圧縮機カートリ
ッジ４０１とが、取付け段階中に反対方向に滑動することを可能にするように構成されて
いることが好ましい。図４は、圧縮機シャフト４０９と、モータシャフト４１０と、圧縮
機カートリッジ４０１およびモータカートリッジ４０２の停止位置を設けるために共通ケ
ーシング４０３の内側に設けられている肩状部４１２Ａおよび４１２Ｂとをさらに示す。
ある用途では、モータカートリッジ４０２の種々の部品を冷却するためにダクト４１６か
ら来る冷却ガスを駆動するために、ファン４１４がモータシャフト４１０上に設けられて
いる。別の用途では、モータカートリッジ４０２に対応する共通ケーシング４０３の内径
Ｄ１は、圧縮機カートリッジ４０１に対応する共通ケーシング４０３の内径Ｄ２より大き
く、またはその逆の場合もある。
【００２４】
　図５は、圧縮機カートリッジ４０１とモータカートリッジ４０２とが連結されておりか
つ共通ケーシング４０３に結合されている場合の、圧縮機およびモータの概略図である。
圧縮機の構成要素全体が圧縮機カートリッジ４０１内に組み立てられておりかつモータに
関しても同様であることにより、ある部品が故障した場合はカートリッジ全体が除去され
るので、圧縮機および／またはモータの組立ておよび分解が迅速であり、かつ新しいカー
トリッジが挿入されて、プラントまたは他の施設が迅速にオンラインに戻り得ることに留
意されたい。
【００２５】
　図５は、モータ圧縮機アセンブリ４００のさらなる詳細を示す。モータカートリッジ４
０２は、モータシャフト４１０と、モータシャフト４１０を支持するように構成されてい
る磁性軸受４２０と、モータ支持体４２２と、モータステータ部（ｍｏｔｏｒ　ｓｔａｔ
ｏｒｉｃ　ｐａｒｔ）４２４と、磁性軸受４２０およびモータカートリッジの他の構成要
素に電力を供給するように構成されている電気配線４２６とを含む。図４を参照して論じ
た通り、モータカートリッジは、モータシャフト４１０の端部に取り付けられておりかつ
モータを冷却するためにダクト４１６からの冷却流体を駆動するように構成されているフ
ァン４１４を含んでいてもよい。流体、例えば圧縮機カートリッジ４０１により処理され
たガスは、後で論じられる管４２８から供給されてもよい。
【００２６】
　図５に示されている圧縮機カートリッジ４０１を参照すると、圧縮機カートリッジが圧
縮機シャフト４０９と、圧縮機シャフト４０９を支持するように構成されている磁性軸受
４３０と、圧縮機群４３２（モータシャフトおよび圧縮機のステータダイヤフラムの全て
を含み得る）と、圧縮機ダイヤフラムおよびディフューザ４３４と、圧縮機の種々の構成
要素に電力および／またはデータを供給するための圧縮機および軸受の電気配線４３６と
を含むことに留意されたい。また、この図は、少なくとも部分的に、圧縮機カートリッジ
４０１およびモータカートリッジがどのようにして共通ケーシング４０３の内側に進入す
るかを示している。さらに、両カートリッジが、例えば共通ケーシングまたはカートリッ
ジのどちらかに組み込まれている車輪に乗って、共通ケーシング４０３の内側で滑動する
ように構成されていることに留意されたい。肩状部４１２Ａおよび４１２Ｂが、互いに向
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かう２つのカートリッジの滑動を停止させるように構成されている。また、圧縮機カート
リッジは、熱膨張により、動作中に滑動するように構成されている。この組立て段階後、
カートリッジが定位置にある場合、両カートリッジは共通ケーシング４０３に固定される
。例えば、図５は、モータカートリッジ４０２が、例えばボルト４０２１および４０２２
により共通ケーシング４０３に取り付けられるように構成されているそれ自体の外部ケー
シング４０２Ａを有することを示す。一用途では、圧縮機カートリッジ４０１は、圧縮機
カートリッジ全体が共通ケーシング４０３の内側に進入するので、外部ケーシングを有さ
ない。カバー４０１Ａが、圧縮機カートリッジ４０１を共通ケーシング４０３の内側に閉
じ込めるために、このケーシングに取り付けられている。
【００２７】
　圧縮機カートリッジ４０１は、圧縮機に供給する共通ケーシング４０３の入口４５２に
ガスを供給するための上流ガス供給部に連結されるように構成されている入口ダクト４５
０を有するように構成されている。圧縮機カートリッジ４０１はまた、下流ガスパイプラ
インに取り付けられるように構成されている出口ダクト４５４を有する。出口ダクト４５
４は、圧縮機からの加圧ガスを受容する、共通ケーシング４０３の出口４５６に連結され
ている。管４２８が、モータの部品を冷却するためのガスを供給するために、入口ダクト
４５０または出口ダクト４５４に連結されてもよい。
【００２８】
　図６に示されている例示的実施形態では、遠心圧縮機カートリッジ４０１に対するガス
入口６０１およびガス出口６０２、ならびにモータカートリッジ４０２に対するガスポー
ト６０３が示されている。ガスポート６０３は、ガス入口６０１からの圧縮ガスを、モー
タカートリッジ４０２の内部にあるモータに供給し、そこでガスが膨張することにより、
モータを冷却する。あるいは、図５に示されているように、ファンが使用されてもよい。
使用されたガスは、次いで、圧縮機に戻される。
【００２９】
　図４～図６に示されているモジュール式永久磁石モータ圧縮機システムの利点には、ａ
）より短い組立て／分解時間、ｂ）圧縮機およびモータの簡略化した連結／分離、ｃ）共
通ケーシングに対する高レベルの標準化、ｄ）システムのより小さい全体設置面積、およ
びｅ）共通ケーシングの内部での、組立て前のカートリッジのより容易な検査、が含まれ
るが、それらに限定されない。また、前述の関連技術とは異なり、図４～図６に示されて
いるモジュール式永久磁石モータ圧縮機システムは、格納可能なポートを必要とせず、カ
ートリッジの連結／分離を容易にするので、システム全体の構造的完全性を向上させる。
【００３０】
　図４～図６に示されているターボ機械は、０～１００ｂａｒの範囲の入口圧力、１５０
～３５０ｂａｒの範囲の出口圧力、２～１０メガワットの範囲の単位電力で動作してもよ
い。この新規の機械は多段式機械であってもよい。したがって、この機械は、例えば３５
０ｂａｒより高い極めて高い出力圧力など、様々な入口圧力範囲もしくは出口圧力範囲ま
たは電力範囲を実現する可能性がある。他の段構成では、他の圧力定格および馬力定格が
可能である。
【００３１】
　図７は、ガス圧縮ステーション５００の例示的実施形態である。ガスパイプライン５０
２が、モータ５０８により動力を供給されるガス圧縮機５０６内にガス流が入ることを可
能にする吸引ヘッダ５０４に連結されている。圧縮機５０６に進入するガスは、圧縮され
、吐出ヘッダ５１０経由でパイプライン５０２に戻される。圧縮機の入口遮断バルブ５１
２および出口遮断バルブ５１４が、圧縮機５０６の制御を容易にする。側管ヘッダ５１６
が、圧縮ステーションの側管遮断バルブを含む。洗浄器５１８が、吸引ヘッダ５０４内に
流動連通状態で結合されており、圧縮機５０６内にガスを導入する前にガスから汚染物質
を除去することを容易にする。一実施形態では、圧縮機５０６およびモータ５０８が、圧
縮機／モータ共通シャフト５２０に結合されている。別の実施形態では、図４～図６に示
されている通り、圧縮機５０６とモータ５０８とが、Ｈｉｒｔｈ連結部とピンとにより連
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結されている。
【００３２】
　図７に含まれている矢印で示されている通り、ガスが、パイプライン５０２から、ステ
ーション５００を通って流動する。吸引ヘッダ５０４が、遮断バルブ５１２、遮断バルブ
５１４および遮断バルブ５１６の相対位置に基づいて、ガスを圧縮機５０６まで導管を通
して送る。例えば、遮断バルブ５１２および５１４は、通常は開いており、ガスがステー
ション５００を通って流動することを可能にする。その後、ガスは、圧縮機５０６に流入
し、より高い密度およびより小さい体積に圧縮される。モータ５０８が、共通シャフト５
２０を介して圧縮機５０６を駆動する。圧縮ガスが、吐出ヘッダ５１０を通って圧縮機５
０６を出る。バルブ５１２および５１４は、メンテナンス作業中に洗浄器５１８、圧縮機
５０６および／またはモータ５０８などの構成要素を隔離するために閉鎖されてもよい。
【００３３】
　圧縮機５０６が、通過して流動しているガスの圧力を増大させる少なくとも１つの圧縮
段を含む。圧縮機５０６は、内面および外面を有するハウジングであり、この内面は冷却
プレナムと圧縮機吸気プレナムとを画定している、ハウジングを含む。また、モータ５０
８の内部での膨張により冷却するために、出口ガス流の一部がモータ５０８へ方向転換さ
れるように、吐出ヘッダ５１０に連結されているガス供給ヘッダがある。モータ５０８が
ガスタービンおよび燃焼器を含む場合、ハウジングの外面から上流にある入口ガス流の流
れの一部が吸引ヘッダから方向転換されかつ燃料源としてガスタービンに導管を通して送
られるように、ブースタは、吸引ヘッダ５０４に連結されているガス供給ヘッダを含んで
いてもよい。
【００３４】
　図８は、遠心圧縮機を含む圧縮機カートリッジを含むモータ圧縮機システムを修理する
本発明の例示的方法の流れ図であり、このシステムはまた、モータを含むモータカートリ
ッジを含み、このシステムは、ガスを受容し、そのガスを圧縮し、その圧縮ガスを吐出す
るように構成されている。本方法は、モータをオフにするステップＳ８０１と、ガスを側
管に通してシステムを迂回させるステップＳ８０２と、モータを圧縮機に連結しているＨ
ｉｒｔｈ連結器を取り外すことＳ８０３により、モータを圧縮機から分離するステップＳ
８０４と、モータカートリッジをケーシングから分離し除去するステップＳ８０５とを含
む。本方法は、モータカートリッジの内部のモータ（または同一のもしくは異なるモータ
カートリッジ内の交換モータ）を圧縮機に再連結するステップＳ８０６と、モータカート
リッジをケーシングに再連結するステップＳ８０７と、ガスをブースタに再供給するステ
ップＳ８０８と、モータを始動させるステップＳ８０９とをさらに含んでいてもよい。同
一のステップは、圧縮機をモータと連結するかつ／またはそれから分離するために適用さ
れてもよい。
【００３５】
　図９は、パイプラインを通してガスを輸送する本発明の例示的方法の流れ図である。本
方法は、第１の圧力で、ガスをパイプラインの第１の部分からモータ圧縮機システム内に
受容するステップＳ９０１であり、システムは永久に磁化された軸受を有するモータによ
り駆動される圧縮機を含む、受容するステップと、遠心圧縮機でガスを圧縮するステップ
Ｓ９０２と、第１の圧力より高い第２の圧力で、パイプラインの第２の部分に圧縮ガスを
吐出するステップＳ９０３とを含む。ここで、本システムは、共通ケーシングと、モータ
を収容しておりかつ共通ケーシングに取外し可能に連結されているモータカートリッジと
、共通ケーシングに取外し可能に連結されておりかつ圧縮機を収容している圧縮機カート
リッジであり、圧縮機はＨｉｒｔｈ連結器によりモータに取外し可能に連結されている、
圧縮機カートリッジとを含む。本方法は、圧縮ガスでモータを冷却するステップＳ９０４
をさらに含んでいてもよい。
【００３６】
　アップグレードに、プラントのニーズの変更により良く適合するために新規の機械の圧
縮機カートリッジまたはモータカートリッジを新しいものと交換することが含まれるので



(10) JP 2012-140943 A 2012.7.26

10

20

30

40

50

、前段で論じられた１つまたは複数の実施形態の利点が、ターボ機械はプラントの一部で
あると同時にアップグレードするのが簡単であることである。
【００３７】
　開示された例示的実施形態は、内蔵型モータカートリッジに連結可能な内蔵型圧縮機カ
ートリッジを含むモータ圧縮機システムを提供し、圧縮機カートリッジおよびモータカー
トリッジは各々、共通ケーシング内に取り付けられるように構成されている。この記載は
本発明を限定することを目的としていないことが、理解されるべきである。反対に、本例
示的実施形態は、添付の特許請求の範囲により定められる本発明の精神および範囲に含ま
れる代替形態、修正形態、等価物を包含することを目的としている。さらに、例示的実施
形態の詳細な記載では、特許請求されている本発明の包括的な理解を実現するために、多
数の特定の詳細が記載されている。しかし、当業者は、種々の実施形態がそのような特定
の詳細なしに実施され得ることを理解するであろう。
【００３８】
　本例示的実施形態の特徴および要素は、特定の組合せの実施形態において記載されてい
るが、各特徴または各要素は、実施形態のその他の特徴および要素なしで単独で、または
本明細書に開示されている他の特徴および要素の有無に関わらず様々な組合せで、用いる
ことができる。
【００３９】
　本明細書は、開示されている主題の例を用いて、任意のデバイスまたはシステムを作製
することおよび任意の援用されている方法を実施することを含めて、当業者の誰もが同を
実践することを可能にしている。本主題の特許性のある範囲は、特許請求の範囲により定
められ、かつ当業者に思い付く他の例を含み得る。そのような他の例は、特許請求の範囲
の範囲内に入るものとする。
【符号の説明】
【００４０】
　１００　ターボ機械アセンブリ
　１０２　圧縮機カートリッジ
　１０３　ハウジング
　１０４、４０７　電気モータ
　１０６　圧縮機ケーシング
　２０１　格納可能なカバー
　２０３　連結部
　２０５、２０７　機構
　４００　モータ圧縮機システム／モータ圧縮機アセンブリ
　４０１　（内蔵型）圧縮機カートリッジ
　４０１Ａ　カバー
　４０２　（内蔵型）モータカートリッジ
　４０２Ａ　外部ケーシング
　４０３　共通ケーシング
　４０４Ａ　Ｈｉｒｔｈ連結部
　４０４Ｂ　ピン
　４０５　遠心圧縮機
　４０８、４２０、４３０　磁性軸受
　４０９　圧縮機（カートリッジの）シャフト
　４１０　モータ（カートリッジの）シャフト
　４１２Ａ、４１２Ｂ　肩状部
　４１４　ファン
　４１６　ダクト
　４２２　モータ支持体
　４２４　モータステータ部
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　４２６、４３６　電気配線
　４２８　管
　４３２　圧縮機群
　４３４　ディフューザ
　４５０　入口ダクト
　４５２　（共通ケーシングの）入口
　４５４　出口ダクト
　４５６　（共通ケーシングの）出口
　５００　ガス圧縮ステーション
　５０２　ガスパイプライン
　５０４　吸引ヘッダ
　５０６　ガス圧縮機
　５０８　モータ
　５１０　吐出ヘッダ
　５１２　（圧縮機の）入口遮断バルブ
　５１４　（圧縮機の）出口遮断バルブ
　５１６　側管ヘッダ／遮断バルブ
　５１８　洗浄器
　５２０　圧縮機／モータ共通シャフト
　６０１　ガス入口
　６０２　ガス出口
　６０３　ガスポート
　４０２１、４０２２　ボルト
　４０３１、４０３２　ボルト穴部
　Ｓ８０１、Ｓ８０２、Ｓ８０３、Ｓ８０４、Ｓ８０５、Ｓ８０６、Ｓ８０７、Ｓ８０８
、Ｓ８０９　（図８の流れ図の）ステップ
　Ｓ９０１、Ｓ９０２、Ｓ９０３、Ｓ９０４　（図９の流れ図の）ステップ
　Ｄ１、Ｄ２　（共通ケーシングの）内径
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